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台
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一
〇
〇
年
の
軌
跡
│
│

河

口

充

勇

１

は
じ
め
に

二
〇
〇
五
年
、
学
校
法
人
同
志
社
は
創
立
一
三
〇
周
年
と
い
う
記
念
の
年
を
迎
え
た
。
そ
の
年
は
同
志
社
に
と
っ
て
も
う
ひ
と
つ
の
記
念

の
年
で
あ
り
、
一
九
〇
五
年
に
最
初
の
台
湾
留
学
生
が
同
志
社
の
門
を
く
ぐ
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
目
に
当
た
る
。
過
去
一
〇
〇
年

間
に
同
志
社
は
台
湾
よ
り
約
八
〇
〇
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
校
友
会
組
織
や
校
友
の
個
人
的
関
係
を
通
し
て
台
湾
と
の
交

流
を
行
な
っ
て
き
た
。

本
稿
は
、
二
〇
〇
一
〜
二
年
度
に
同
志
社
大
学
文
学
部
社
会
学
科
社
会
学
専
攻
（
当
時
）
で
実
施
さ
れ
た
「
同
志
社
と
台
湾
留
学
生
」
調

査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
代
表
者

森
川
眞
規
雄
教
授
）
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
学
部
三
年
次
生
を
対
象
と
す
る
「
社
会
調
査

（
１
）

実
習
」
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
い
く
つ
か
の
幸
運
と
台
湾
側
の
社
会
的
要
請
（
後
述
）
を
背
景
に
、
短
期
間
の
う
ち
に

台
湾
随
一
の
大
学
・
研
究
機
関
（
国
立
台
湾
大
学
な
ら
び
に
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
）
と
同
志
社
大
学
と
の
共
催
に
よ
る
林
茂
生
先
生

記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
植
民
地
教
育
、
日
本
留
学
と
台
湾
社
会
」（
於
国
立
台
湾
大
学
、
二
〇
〇
二
年
九
月
一
九
日
）
に
発
展
し
て
い

（
２
）

っ
た
。
本
稿
は
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
筆
者
の
報
告
論
文
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

― １ ―



本
稿
で
は
、
関
係
資
料
な
ら
び
に
二
〇
〇
一
〜
二
年
度
に
行
な
っ
た
同
志
社
台
湾
校
友
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
成
果
を
も
と
に
、
同
志
社

と
台
湾
留
学
生
の
一
〇
〇
年
の
軌
跡
を
掘
り
起
こ
し
、
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
な
が
ら
記
述
す
る
。
ま
ず
は
過
去
一
〇
〇
年
間
に
同
志
社
に

お
け
る
台
湾
留
学
生
受
け
入
れ
（
換
言
す
れ
ば
、
台
湾
人
の
同
志
社
へ
の
留
学
）
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

次
に
同
志
社
大
学
校
友
会
台
湾
支
部
の
活
動
を
中
心
に
、
同
志
社
と
台
湾
の
間
の
交
流
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
振
り

返
る
。
そ
の
う
え
で
本
研
究
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知
見
が
同
志
社
の
台
湾
留
学
生
と
い
う
個
別
事
例
を
超
え
て
い
か
な
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
も
つ
の
か
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

２

同
志
社
に
お
け
る
台
湾
留
学
生
受
け
入
れ
の
軌
跡

本
節
で
は
、
関
連
資
料
を
も
と
に
、
過
去
一
〇
〇
年
間
の
同
志
社
で
の
台
湾
留
学
生
受
け
入
れ
の
軌
跡
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

２
―
１

戦
前

戦
前
の
同
志
社
（
一
九
三
〇
年
代
初
頭
時
点
で
大
学
・
大
学
予
科
・
専
門
学
校
・
高
等
商
業
学
校
・
中
学
・
女
子
専
門
学
校
・
高
等
女
学

部
か
ら
構
成
）
で
は
多
く
の
台
湾
留
学
生
が
学
ん
で
い
た
。
そ
の
総
数
は
、
学
籍
名
簿
を
も
と
に
し
た
阪
口
直
樹
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
同
志

社
全
体
で
七
一
四
名
に
の
ぼ
り
、
当
時
の
全
留
学
生
数
（
一
、
四
六
四
名
）
の
四
九
％
（
朝
鮮
留
学
生
が
四
六
％
、
中
国
留
学
生
が
五
％
）

を
占
め
た
。
そ
の
ピ
ー
ク
は
一
九
二
〇
年
代
半
ば
〜
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
期
間
で
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
に
は
最
も
多
い
時
期
で
四
〇
〜
五
〇

人
の
台
湾
留
学
生
が
同
志
社
に
在
籍
し
て
い
た
（
阪
口

二
〇
〇
二‥

四
二
〜
四
三
）。

当
時
の
同
志
社
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
多
く
の
台
湾
留
学
生
が
在
籍
し
た
の
は
何
よ
り
当
時
の
台
湾
に
お
け
る
不
平
等
な
教
育
シ
ス

テ
ム
と
い
う
プ
ッ
シ
ュ
要
因
に
よ
っ
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
代
末
に
台
湾
で
出
版
さ
れ
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
中
学
歴
史
教
科
書
に
よ
れ

同
志
社
と
台
湾
留
学
生

― ２ ―



ば
、「
台
湾
で
は
進
学
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
台
湾
人
の
有
志
青
年
は
勇
躍
日
本
へ
赴
き
留
学
し
た
。
一
九
四
五
年
ま
で
に
日
本
に

留
学
し
た
学
生
は
合
計
で
二
〇
万
人
に
お
よ
び
、
そ
の
な
か
で
大
学
や
専
門
学
校
の
卒
業
生
の
総
数
は
六
万
余
人
に
達
し
た
。
医
学
を
学
ん

だ
者
が
最
も
多
く
、
法
律
、
商
業
、
お
よ
び
経
済
を
学
ん
だ
者
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
留
学
は
台
湾
で
の
教
育
の
不
足
を
大
き
く
補
っ
た
」（
台

湾
国
立
編
訳
館
編

二
〇
〇
〇‥

九
一
〜
九
二
）。
終
戦
直
後
の
台
湾
の
総
人
口
が
六
〇
〇
万
人
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ

の
「
二
〇
万
人
」
と
い
う
数
字
は
驚
き
に
値
す
る
。

上
沼
（
一
九
七
八
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
ご
ろ
の
台
湾
留
学
生
の
行
き
先
と
し
て
は
東
京
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
れ
に
次
い

で
多
か
っ
た
の
が
京
都
で
あ
っ
た
。
受
け
入
れ
校
と
し
て
は
国
公
立
よ
り
も
私
立
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
明
治
が

際
立
っ
て
多
く
、
そ
れ
に
次
い
で
多
か
っ
た
の
が
早
稲
田
、
慶
応
、
中
央
、
そ
し
て
同
志
社
で
あ
っ
た
（
上
沼

一
九
七
八‥

一
四
八
）。

そ
う
し
た
戦
前
の
台
湾
留
学
生
の
多
く
は
当
時
の
台
湾
で
は
ご
く
一
握
り
の
裕
福
な
地
主
農
家
や
商
家
の
出
身
で
あ
っ
た
（
上
沼

一
九
七

八‥

一
四
八
〜
一
五
四
）。

同
志
社
で
の
台
湾
留
学
生
第
一
号
は
、
一
九
〇
五
年
に
同
志
社
普
通
学
校
（
旧
制
同
志
社
中
学
の
前
身
）
二
年
次
に
編
入
学
し
た
周
再
賜

（
一
八
八
八
〜
一
九
六
九
年
）
で
あ
り
、『
同
志
社
百
年
史
―
通
史
篇
（
一
）』（
五
六
九
頁
）
に
も
周
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
周
は
、
受
け

入
れ
体
制
が
確
立
せ
ず
、
困
難
な
学
習
・
生
活
環
境
の
な
か
で
刻
苦
勉
励
し
、
普
通
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
同
志
社
大
学
神
学
部
に
入
学
し

た
。
卒
業
後
に
渡
米
し
て
オ
ベ
リ
ン
大
学
や
シ
カ
ゴ
大
学
で
学
ん
だ
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
に
て
博
士
号
を
授
与
さ
れ

た
。
帰
国
後
は
同
志
社
大
学
助
教
授
に
任
用
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
は
群
馬
の
共
愛
女
学
校
に
移
り
、
四
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
同
校
の
校
長

を
務
め
た
。
阪
口
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
れ
ば
、「
周
再
賜
が
同
志
社
に
入
学
し
、
無
事
に
卒
業
を
果
た
し
た
こ
と
が
、
一
般
の
台
湾
人
に
知

れ
わ
た
っ
た
た
め
、
台
湾
人
が
子
女
の
多
く
を
京
都
や
内
地
の
学
校
に
送
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
阪
口

二
〇
〇
二‥

一
二
〜
一
三
）
と
い

う
。実

際
、
周
再
賜
以
降
、
数
多
く
の
台
湾
留
学
生
が
同
志
社
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
初
期
の
台
湾
留
学
生
の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
人
物
と

― ３ ―
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（
３
）

（
４
）

し
て
は
、
林
茂
生
（
一
八
八
七
〜
一
九
四
七
年
）
と
陳
清
忠
（
一
八
九
五
〜
一
九
六
〇
年
）
の
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
林
は
一
九
〇

八
年
に
同
志
社
普
通
学
校
に
入
学
し
、
卒
業
後
は
第
三
高
等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
（
中
国
哲
学
専
攻
）
に
進
学
し
、
一
九
一
六
年
に

（
５
）

台
湾
人
で
最
初
の
文
学
学
士
と
な
っ
た
。
帰
台
後
、
林
は
母
校
で
あ
る
台
南
の
私
立
長
老
教
中
学
の
教
頭
に
就
任
し
、
そ
の
後
、
い
っ
た
ん

ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
に
留
学
し
た
後
、
同
校
の
理
事
長
に
就
任
し
た
。
そ
う
し
た
林
の
個
人
的
な
影
響
も
あ
っ
て
、
長
老
教
中
学
か
ら
多
く

の
学
生
が
同
志
社
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
陳
清
忠
は
一
九
一
二
年
に
同
志
社
普
通
学
校
に
入
学
し
、
卒
業
後
、
同
志
社
大
学

（
６
）

文
学
部
英
文
学
科
に
進
学
し
た
。
一
九
二
一
年
に
帰
台
し
た
陳
は
母
校
で
あ
る
台
北
近
郊
の
私
立
淡
水
中
学
の
英
語
教
師
に
な
り
、
そ
の

後
、
同
校
の
校
長
に
就
任
し
た
。
や
は
り
淡
水
中
学
で
も
、
陳
の
個
人
的
な
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
学
生
が
同
志
社
に
留
学
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
う
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
が
掛
け
橋
と
な
り
、
終
戦
ま
で
の
間
に
七
〇
〇
名
を
超
え
る
台
湾
留
学
生
が
同
志
社
の
門
を
く
ぐ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

で
は
、
戦
前
の
同
志
社
台
湾
留
学
生
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
同
志
社
大
学
（
大
学
予
科
・
専
門
学

校
・
高
等
商
業
学
校
を
含
む
）
で
学
ん
だ
者
よ
り
同
志
社
中
学
（
現
在
の
同
志
社
高
等
学
校
・
中
学
校
の
前
身
）
で
学
ん
だ
者
の
ほ
う
が
圧

（
７
）

倒
的
に
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
阪
口
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
戦
前
に
同
志
社
大
学
で
学
ん
だ
台
湾
留
学
生
の
総
数
は
一
二
六
名
（
朝

鮮
留
学
生
が
三
二
五
名
、
中
国
留
学
生
が
一
二
名
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
同
志
社
中
学
で
学
ん
だ
台
湾
留
学
生
の
総
数
は
五
四
七
名
（
朝

鮮
留
学
生
が
二
四
八
名
、
中
国
留
学
生
が
三
七
名
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
五
四
七
名
の
う
ち
の
大
多
数
は
同
志
社
以
外
の
高
等
教
育
機
関
（
特

に
多
か
っ
た
の
が
医
科
系
）
に
進
学
し
、
八
〇
名
が
同
志
社
大
学
に
進
学
し
た
（
阪
口

二
〇
〇
二‥

三
〇
〜
三
三
）。

第
二
に
、
あ
る
特
定
の
私
立
中
学
、
す
な
わ
ち
先
述
の
長
老
教
中
学
な
ら
び
に
淡
水
中
学
か
ら
同
志
社
中
学
に
編
入
学
す
る
者
が
多
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
阪
口
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
れ
ば
、
戦
前
に
同
志
社
中
学
で
学
ん
だ
台
湾
留
学
生
五
四
七
名
の
う
ち
二
五
一
名
が
両

校
の
出
身
者
（
長
老
教
中
学
出
身
者
が
一
四
一
名
、
淡
水
中
学
出
身
者
が
一
一
〇
名
）
で
あ
っ
た
（
阪
口
二
〇
〇
二‥

三
六
〜
三
七
）。
で

は
、
な
ぜ
長
老
教
中
学
と
淡
水
中
学
の
学
生
た
ち
は
わ
ざ
わ
ざ
中
途
退
学
を
し
て
同
志
社
中
学
に
編
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

同
志
社
と
台
湾
留
学
生
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日
本
統
治
時
代
に
台
湾
各
地
に
設
置
さ
れ
た
公
立
中
学
で
は
総
じ
て
日
本
人
子
弟
の
入
学
が
優
先
さ
れ
た
た
め
、
長
老
教
中
学
や
淡
水
中
学

に
代
表
さ
れ
る
私
立
中
学
が
台
湾
人
子
弟
（
主
と
し
て
富
裕
層
の
子
弟
）
の
重
要
な
受
け
皿
と
な
っ
た
。
し
か
し
両
校
は
三
〇
年
代
末
ま
で

台
湾
総
督
府
の
認
可
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
両
校
の
卒
業
生
は
上
級
学
校
受
験
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
認
定
を
受

け
る
に
は
、
日
本
人
を
校
長
に
す
る
、
一
〇
万
円
以
上
の
基
金
を
準
備
す
る
な
ど
の
厳
し
い
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
上
級
学
校
進
学
希
望
者
は
卒
業
前
に
内
地
の
中
学
に
編
入
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
両
校
か
ら
の
留
学
生
は
一
九
二
〇
年
代
初

頭
か
ら
増
え
は
じ
め
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
ピ
ー
ク
（
二
五
名
）
を
迎
え
た
。
そ
の
後
は
徐
々
に
減
少
し
、
一
九
四
〇
年
に
は
つ
い
に
〇

名
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
一
九
四
〇
年
に
両
校
か
ら
の
留
学
生
が
完
全
に
停
止
し
た
の
は
、
一
九
三
八
年
に
台
湾
総
督
府
が
両
校
を
認
可

し
た
こ
と
に
よ
り
も
は
や
内
地
の
中
学
に
進
学
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
と
大
い
に
関
係
が
あ
る
よ
う
だ
（
阪
口

二
〇
〇
二‥

八
四

〜
九
〇
）。

第
三
に
、
卒
業
後
に
医
師
や
実
業
家
の
道
に
進
む
者
が
比
較
的
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
老
教
中
学
卒
業
生
名
簿
を
も
と
に
、

阪
口
が
留
学
生
の
卒
業
後
の
進
路
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
同
志
社
中
学
を
卒
業
し
た
後
に
日
本
各
地
の
医
学
関
係
学
校
に
進
学
し
た
者
が
非

常
に
多
く
、
ま
た
同
志
社
高
等
商
業
学
校
（
現
在
の
同
志
社
大
学
商
学
部
の
前
身
）
に
進
学
し
た
者
も
比
較
的
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向

は
、
先
に
あ
げ
た
中
学
歴
史
教
科
書
の
な
か
の
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
台
湾
の
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ー
ト
全
般
に
当
て
は
ま
る
こ

と
で
あ
る
。
阪
口
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
れ
ば
、「
長
老
教
中
学
在
校
生
を
は
じ
め
と
す
る
比
較
的
裕
福
な
台
湾
家
庭
の
子
弟
は
、
日
本
の
厳

し
い
差
別
的
構
造
の
な
か
で
、
相
対
的
に
自
由
な
活
動
が
可
能
で
あ
っ
た
自
由
業
―
医
師
と
商
業
に
選
択
の
目
を
向
け
た
」（
阪
口

二
〇

〇
二‥

八
八
〜
八
九
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
、
男
性
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
阪
口
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
れ
ば
、
戦
前
に
同
志
社
で
学
ん
だ
女
子
留
学

生
は
、
同
志
社
高
等
女
学
部
（
現
在
の
同
志
社
女
子
高
等
学
校
・
女
子
中
学
校
の
前
身
、
五
年
制
）
で
学
ん
だ
者
が
一
六
名
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
同
志
社
女
子
専
門
学
校
（
現
在
の
同
志
社
女
子
大
学
の
前
身
、
三
年
制
）
で
学
ん
だ
者
が
二
四
名
で
あ
っ
た
（
阪
口

二
〇
〇
二‥

― ５ ―
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三
八
〜
四
一
）。
つ
ま
り
、
戦
前
同
志
社
の
全
台
湾
留
学
生
（
七
一
四
名
）
に
占
め
る
女
性
の
比
率
は
五
％
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

第
五
に
、
在
学
中
に
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
者
が
比
較
的
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
同
志
社
教
会
員
歴
史
名
簿
』（
一
九
九
五

年
刊
）
を
も
と
に
し
た
阪
口
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
戦
前
に
同
志
社
で
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
留
学
生
一
〇
六
名
の
う
ち
四
七
名
が
台
湾
留

学
生
（
そ
の
多
く
は
同
志
社
中
学
で
学
ん
だ
者
）
で
あ
っ
た
。
戦
前
の
台
湾
留
学
生
の
間
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
入
学
す
る
わ
け
で

（
８
）

は
な
い
が
、
授
業
や
日
常
生
活
に
キ
リ
ス
ト
教
の
活
動
が
入
り
込
ん
で
お
り
、
教
師
た
ち
に
感
化
さ
れ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
卒
業
し
て

い
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
（
阪
口

二
〇
〇
二‥

四
二
）。

最
後
に
、
戦
前
に
お
け
る
同
志
社
の
台
湾
留
学
生
数
の
ピ
ー
ク
が
一
九
二
〇
年
代
半
ば
〜
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
し
て
、
二
〇
世
紀
の
最
初
の
一
〇
数
年
間
に
生
ま
れ
た
世
代
が
最
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
、
戦
前
の
同
志
社
台
湾
留
学
生
は
、
中
学
で
学
ん
だ
者
が
多
く
、
特
定
校
（
長
老
教
中
学
と
淡
水
中
学
）
の
出
身
者
が
多

く
、
卒
業
後
に
医
師
や
実
業
家
に
な
っ
た
者
が
比
較
的
多
く
、
在
学
中
に
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
者
が
比
較
的
多
く
、
男
性
が
圧
倒
的
に

多
く
、
そ
し
て
二
〇
世
紀
初
頭
に
生
ま
れ
た
者
が
多
く
み
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
当
時
の
台
湾
留
学
生
の
な
か
か
ら
、
医
学
界
、
実
業
界
、
キ

リ
ス
ト
教
界
、
教
育
界
、
音
楽
界
、
ス
ポ
ー
ツ
界
な
ど
様
々
な
分
野
で
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
人
材
が
数
多
く
輩
出
さ
れ
た
の

で
あ
る

２
―
２

戦
後
初
期
〜
一
九
七
〇
年
代

第
二
次
大
戦
末
期
に
な
る
と
、
台
湾
か
ら
同
志
社
へ
の
留
学
生
の
流
れ
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
同
志
社

校
友
会
発
行
の
『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
一
七
一
号
（
一
九
六
六
年
四
月
一
五
日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
加
藤
延
雄
（
元
同
志
社
中
学
校
長
）

の
通
信
文
「
訪
台
記
・
上
」
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
志
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私
の
先
輩
に
も
友
達
に
も
台
湾
の
人
が
あ
っ
た
が
、
私
が
教
え
た
台
湾
学
生
の
方
が
遥
か
に
多
い
。
然
し
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま

り
、
海
上
交
通
が
危
険
に
な
る
と
台
湾
学
生
は
ほ
と
ん
ど
絶
え
た
。
終
戦
後
は
日
台
双
方
と
も
大
変
動
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
台
湾
は
共

産
側
と
抗
争
の
た
め
戦
時
体
制
を
固
め
た
の
で
兵
員
た
る
べ
き
青
少
年
の
国
外
渡
航
を
極
度
に
抑
え
、
海
外
留
学
を
希
望
し
て
も
行
先

国
学
校
の
入
学
許
可
証
が
な
け
れ
ば
出
国
を
許
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
経
済
的
自
立
の
た
め
に
台
湾
か
ら
の
送
金
や
貨
幣
持

ち
出
し
を
強
く
抑
え
た
。
そ
し
て
同
志
社
の
方
で
も
戦
前
と
は
事
情
が
変
り
、
入
学
試
験
を
受
け
て
合
格
し
な
け
れ
ば
入
学
許
可
書
は

出
せ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
同
志
社
と
台
湾
と
の
関
係
は
殆
ど
絶
え
て
二
十
数
年
、
何
と
か
昔
の
よ
う
に
台
湾
子
弟
に
も
同

志
社
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
。
そ
の
方
法
を
教
え
て
く
れ
と
の
要
求
が
高
ま
っ
て
き
た
。
昭
和
三
十
年
頃
に
な
る
と
日
台
両
国
と
も
安

定
の
度
が
進
み
、
同
志
社
に
も
た
ま
に
は
台
湾
の
校
友
が
訪
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
文
章
は
、
一
九
六
六
年
二
月
に
台
湾
校
友
の
招
き
で
加
藤
が
訪
台
し
た
直
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
文
面
に
も
あ
る
よ
う

に
、
第
二
次
大
戦
末
期
か
ら
戦
後
初
期
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、
単
に
新
た
な
台
湾
留
学
生
が
同
志
社
に
来
な
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
戦

前
に
同
志
社
を
卒
業
し
台
湾
に
帰
っ
た
校
友
と
母
校
と
の
交
流
も
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
年
）
ご
ろ

か
ら
母
校
を
訪
問
す
る
台
湾
校
友
が
少
し
ず
つ
増
え
、
ま
た
こ
の
加
藤
を
は
じ
め
何
人
も
の
同
志
社
の
教
職
員
・
卒
業
生
が
台
湾
を
訪
れ
た

た
め
、
台
湾
校
友
と
母
校
と
の
間
の
交
流
が
再
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
上
の
加
藤
の
記
述
や
、
同
じ
く
『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
に
掲

載
さ
れ
た
他
の
台
湾
校
友
関
連
記
事
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
前
に
同
志
社
を
卒
業
し
た
台
湾
校
友
の
間
で
は
、
そ
の
当
時
、
子
弟
を
母

校
に
通
わ
せ
た
い
と
願
う
人
が
多
か
っ
た
が
、
当
時
の
台
湾
の
不
安
定
な
政
治
情
勢
（
個
人
の
海
外
渡
航
に
対
す
る
厳
し
い
規
制
）
か
ら
し

て
、
ま
た
受
け
入
れ
側
の
同
志
社
の
事
情
か
ら
し
て
も
、
そ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
や
は
り
一
九
六
六
年
に
訪
台

し
た
秦
孝
治
郎
（
当
時
同
志
社
理
事
長
）
は
、『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
一
九
四
号
（
一
九
六
八
年
七
月
一
五
日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
通
信

文
「
日
台
友
好
の
か
け
橋
―
台
湾
校
友
と
の
親
善
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

― ７ ―
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現
在
の
よ
う
な
状
況
か
ら
見
れ
ば
、
中
学
校
へ
は
入
学
が
困
難
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
同
志
社
大
学
へ
の
入
学
も
む
ず
か
し
い
。
わ

ず
か
に
大
学
院
へ
の
入
学
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
た
め
若
干
の
入
学
生
を
見
て
い
る
。
…
（
中
略
）
…
現
に
立
派
な
学
究
と
し
て
在

学
し
て
い
る
葉
明
煌
君
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
に
は
、
た
し
か
に
台
湾
校
友
と
母
校
と
の
間
の
交
流
が
再
開
さ
れ
た
と
は
い
え
、
新
し
く
台
湾
か

ら
同
志
社
に
来
る
留
学
生
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
同
志
社
側
の
要
因
（
受
け
入
れ
体
制
の
不
備
）
だ
け
で
な
く
、
台
湾
側
の
要
因
に
も
よ
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
そ
も
そ
も

日
本
に
留
学
す
る
者
自
体
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
戦
後
初
期
、
反
共
陣
営
の
重
要
軍
事
拠
点
と
な
っ
た
台
湾

に
は
、
同
盟
国
ア
メ
リ
カ
か
ら
莫
大
な
軍
事
的
・
経
済
的
援
助
（「
米
援
」）
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
は
潤
沢
な
教
育
援
助
予
算
も
組

み
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
台
湾
で
は
新
た
に
様
々
な
教
育
関
連
施
設
が
建
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
海
外
（
主
に
ア
メ
リ

カ
）
へ
の
留
学
・
研
修
の
機
会
が
大
い
に
開
か
れ
た
。
そ
の
時
期
に
は
「
来
来
来
台
大
、
去
去
去
美
国
」（「
台
湾
大
学
へ
来
い
来
い
来
い
、

ア
メ
リ
カ
へ
行
こ
う
行
こ
う
行
こ
う
」）
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
生
ま
れ
、
エ
リ
ー
ト
の
卵
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
ア
メ
リ
カ
を
目
指
し
た
。
小
林

（
一
九
七
八
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
一
〜
七
〇
年
の
二
〇
年
間
に
台
湾
か
ら
海
外
に
留
学
し
た
者
の
総
数
は
、
公
費
・
私
費
を
合
わ
せ
て
約

二
八
、
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、
企
業
招
聘
・
研
修
そ
の
他
の
名
目
で
渡
航
し
た
者
を
含
め
る
と
、
実
に
二
〇
万
人
が
そ
の
時
期
に
台
湾
を
離
れ

た
と
い
う
（
小
林

一
九
七
八‥

一
七
一
）。
そ
の
当
時
の
海
外
留
学
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
何
よ
り
留
学
生
の
大
半
が
ア
メ
リ
カ
に
向

か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
外
省
人
（
戦
後
初
期
に
蒋
介
石
と
と
も
に
中
国
か
ら
渡
台
し
て
き
た
人
々
）
の
比
率
が
非
常
に
高
か
っ
た
と
い
う
こ

と
、
性
別
に
関
し
て
は
常
に
男
性
が
多
数
を
占
め
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
は
女
性
の
占
め
る
割
合
が
じ
ょ
じ
ょ
に
高
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
、
留
学
生
の
多
く
が
台
湾
の
政
治
的
不
安
定
や
経
済
的
立
ち
遅
れ
（
留
学
先
で
苦
学
し
て
得
た
知
識
や
技
術
を
活
か
せ
る
場
が
な

（
９
）

い
）
を
理
由
に
台
湾
に
戻
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
（
小
林

一
九
七
八‥

一
七
五
―
一
八
一
）。
要
す
る
に
、
戦
後

同
志
社
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学
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初
期
に
同
志
社
へ
台
湾
留
学
生
が
来
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
と
い
う
当
時
の
台
湾
側
の
事
情
が
背
景
に
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
実
際
、
台
湾
校
友
の
間
で
も
子
弟
を
ア
メ
リ
カ
に
留
学
さ
せ
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
九
四
号
（
一

九
五
八
年
八
月
二
八
日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
高
橋
貞
三
（
当
時
法
学
部
教
授
）
の
通
信
文
「
台
湾
市
の
校
友
同
窓
」
に
よ
れ
ば
、「
戦
後

の
傾
向
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
が
相
当
多
く
、
同
志
社
校
友
同
窓
の
御
子
弟
に
は
現
に
ア
メ
リ
カ
の
各
地
の
大
学
に
学
ば
れ
て
い
る
方
々
の
多

い
こ
と
を
承
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
そ
の
時
期
に
お
い
て
台
湾
か
ら
日
本
に
来
る
留
学
生
が
皆
無
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
五
四
年
度
の
二
名
の
日
本
政

府
奨
学
金
留
学
生
を
嚆
矢
と
し
て
、
台
湾
か
ら
日
本
へ
の
留
学
が
正
式
に
再
開
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
、
そ
の
数
が
増
加
し
た
。

小
林
（
一
九
七
八
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
四
〜
七
〇
年
の
期
間
に
約
五
、
〇
〇
〇
人
の
台
湾
留
学
生
が
来
日
し
、
一
九
七
〇
年
に
は
一
、
七

八
九
人
の
台
湾
留
学
生
（
当
時
の
日
本
に
お
け
る
全
留
学
生
の
四
二
％
）
が
日
本
の
大
学
・
大
学
院
で
学
ん
で
い
た
（
小
林
一
九
七
八‥

一

八
二
）。
こ
の
よ
う
に
、
戦
前
に
比
べ
れ
ば
少
な
い
と
は
い
え
、
そ
の
時
期
に
も
相
当
数
の
台
湾
留
学
生
が
日
本
に
来
て
い
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
か
つ
て
の
大
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
同
志
社
に
来
る
台
湾
留
学
生
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
直
接
的
に
は
受
け
入
れ

体
制
の
不
備
と
い
う
同
志
社
側
の
要
因
に
よ
っ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
が
、
も
う
ひ
と
つ
間
接
的
な
要
因
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
戦
後
初
期
の
台
湾
に
お
い
て
「
同
志
社
」
と
い
う
名
称
が
左
翼
系
秘
密
結
社
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
後
初
期
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
は
、
新
た
に
同
志
社
に
来
る
台
湾
留
学
生
が
ほ
と
ん
ど
途
絶
え
て

し
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

２
―
３

一
九
八
〇
年
代
以
降

同
志
社
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
『
同
志
社
大
学
国
籍
別
外
国
人
留
学
生
受
入
数
』（
各
年
度
五
月
一
日
現
在
）
に
よ
れ

ば
、
一
九
七
九
年
度
に
は
三
名
の
台
湾
留
学
生
が
同
志
社
大
学
（
大
学
院
も
含
む
）
に
在
籍
し
て
い
た
。
そ
の
年
の
同
志
社
大
学
の
全
留
学
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生
数
は
二
九
名
に
す
ぎ
ず
、
う
ち
二
一
名
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
留
学
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
字
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
時
点
で
の
同

志
社
大
学
は
校
祖
新
島
襄
が
夢
想
し
た
国
際
的
な
教
育
研
究
機
関
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
台
湾
留
学
生
の
在
籍
者
数
は

徐
々
に
増
え
は
じ
め
、
一
九
八
五
年
度
に
は
八
名
、
そ
し
て
一
九
九
〇
年
度
に
は
戦
後
最
高
の
二
三
名
に
ま
で
上
昇
し
た
。
ピ
ー
ク
は
一
九

九
〇
年
代
半
ば
こ
ろ
ま
で
つ
づ
い
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
、
調
査
を
行
な
っ
た
二
〇
〇
一
年
度
に
は
六
名
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ

の
後
は
再
び
増
加
に
転
じ
、
二
〇
〇
六
年
五
月
一
日
時
点
で
一
五
名
の
台
湾
留
学
生
が
同
志
社
大
学
・
大
学
院
・
留
学
生
別
科
で
学
ん
で
い

た
（
な
お
、
そ
の
時
点
で
の
同
志
社
大
学
・
大
学
院
・
留
学
生
別
科
の
留
学
生
総
数
は
四
一
六
名
で
あ
っ
た
）。

そ
う
し
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
同
志
社
に
お
け
る
台
湾
留
学
生
受
け
入
れ
状
況
は
決
し
て
同
志
社
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
一
九
八

三
年
、
日
本
政
府
は
「
二
一
世
紀
へ
の
留
学
生
政
策
に
関
す
る
提
言
」
を
発
表
し
、
い
わ
ゆ
る
「
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
」
を
打
ち
出
し

た
。
そ
れ
は
、
一
九
八
三
年
時
点
で
一
万
人
程
度
で
あ
っ
た
留
学
生
数
を
一
九
九
〇
年
ご
ろ
に
五
万
人
程
度
に
ま
で
上
昇
さ
せ
、
さ
ら
に
そ

の
一
〇
年
後
に
は
一
〇
万
人
台
に
ま
で
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
提
案
で
あ
っ
た
。
実
際
、
折
か
ら
の
バ
ブ
ル
好
景
気
も
あ
っ
て
、
一
九
八
〇
年

代
後
半
に
は
順
調
な
伸
び
を
示
し
、
予
定
通
り
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
は
留
学
生
数
が
五
万
人
を
突
破
し
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
不

況
に
よ
り
、
い
っ
た
ん
そ
の
伸
び
が
弱
ま
っ
た
が
、
近
年
で
は
中
国
留
学
生
の
増
加
を
背
景
に
、
全
体
の
留
学
生
数
は
再
び
上
向
き
傾
向
に

あ
り
、
二
〇
〇
三
年
に
つ
い
に
一
〇
万
人
を
突
破
し
た
。
こ
う
し
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
日
本
に
お
け
る
留
学
生
受
け
入
れ
体
制
の
推
移

は
、
台
湾
か
ら
の
留
学
生
の
流
入
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
編
『
出
入
国
管
理
統
計
年
報
』
の

「
国
籍
別
新
規
入
国
外
国
人
の
在
留
資
格
」
に
よ
れ
ば
、
前
年
度
に
「
留
学
」・「
就
学
」
資
格
で
新
規
入
国
し
た
台
湾
籍
保
有
者
の
数
は
一

九
八
五
年
に
七
九
四
名
（「
留
学
」
項
目
の
み
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
増
加
に
転
じ
、
一
九
九
二
年
の
一
、
一
一
五
名
／
一
、
八
七
七
名

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
し
か
し
一
九
九
四
年
に
急
減
し
て
九
〇
二
名
／
八
九
〇
名
と
な
っ
た
後
は
数
の
増
減
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
九
九
九

年
に
は
八
八
三
名
／
七
四
五
名
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
前
年
よ
り
微
増
し
て
一
、
一
四
五
人
／
六
六
九
人
で
あ
っ
た
。「
留
学
生
受
け
入
れ
の

概
況
（
二
〇
〇
五
年
度
版
）」
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
五
月
一
日
現
在
で
台
湾
留
学
生
の
総
数
は
四
、
一
三
四
人
で
あ
り
、
留
学
生
全
体

同
志
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（
一
二
一
、
八
一
二
人
）
の
三
、
四
％
を
占
め
て
い
た
。

そ
う
し
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
台
湾
か
ら
の
留
学
生
の
増
加
は
、
留
学
生
受
け
入
れ
枠
の
拡
大
と
い
う
日
本
側
の
事
情
だ
け
で

な
く
、
次
の
よ
う
な
台
湾
側
の
事
情
に
も
起
因
し
て
い
た
。
戦
後
、
台
湾
は
一
九
五
〇
年
代
半
ば
こ
ろ
よ
り
国
民
党
政
府
の
独
裁
政
権
下
で

工
業
化
（
軽
工
業
中
心
の
輸
出
指
向
型
）
に
向
か
い
、
一
九
七
〇
年
代
の
は
じ
め
こ
ろ
に
は
世
界
的
に
知
ら
れ
る
新
興
工
業
国
に
な
っ
て
い

た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
は
電
子
工
業
を
主
体
と
す
る
ハ
イ
テ
ク
産
業
や
金
融
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
。
そ
う
し
た

長
期
持
続
的
な
経
済
成
長
を
背
景
に
、
台
湾
社
会
は
大
い
に
富
裕
化
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
な
か
で
社
会
の
需
要
に
応
え
る
べ

く
、
台
湾
政
府
は
高
等
教
育
の
拡
充
に
努
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
一
九
八
〇
年
代
に
は
大
都
市
圏
を
中
心
に
高
学
歴
・
高
収
入
の

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
主
体
と
し
た
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
急
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
急
成
長
を
遂
げ
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
台
湾
に
お
い
て
顕
著
な
ひ
と
つ
の
社
会
現
象
は
学
歴
競
争
の
過

熱
化
で
あ
る
。
そ
の
時
期
の
台
湾
で
は
一
般
家
庭
に
お
い
て
も
経
済
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
教
育
熱
が
高
ま
っ
た
が
、
高

等
教
育
機
会
の
供
給
が
急
激
な
需
要
の
高
ま
り
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
受
験
競
争
が
著
し
く
激
化
し
た
。
そ
う
し
て
競
争
に
敗
れ
国

内
で
高
等
教
育
機
関
に
進
学
で
き
な
か
っ
た
者
の
な
か
か
ら
海
外
留
学
と
い
う
選
択
肢
を
と
る
者
が
多
く
現
れ
た
。
そ
れ
は
経
済
的
余
裕
の

あ
る
家
庭
の
子
弟
に
の
み
開
か
れ
た
機
会
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
家
庭
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
台
湾
に
お
い
て
は
も
は
や
特
権
層
で
は

な
か
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
受
験
競
争
を
勝
ち
残
り
国
内
の
有
名
大
学
に
進
学
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
安
穏
と
し
て
お
ら

れ
ず
、
彼
ら
の
多
く
も
や
は
り
自
ら
の
学
歴
に
い
っ
そ
う
の
付
加
価
値
を
つ
け
る
べ
く
海
外
留
学
と
い
う
選
択
肢
を
と
っ
た
。

主
た
る
留
学
先
は
常
に
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
日
本
の
吸
引
力
も
大
い
に
高
ま
り
を
み
せ
た
。
い
う
ま
で
も

な
く
、
当
時
の
台
湾
の
若
者
に
と
っ
て
日
本
の
最
大
の
魅
力
は
そ
の
経
済
力
に
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
深
刻
な
経
済
不
況
に
苛

ま
れ
て
い
た
欧
米
諸
国
と
は
対
照
的
に
、
日
本
は
空
前
の
経
済
好
況
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
の
台
湾
で
は
日
本
経
済
と
の
結
び
つ
き
が
い

っ
そ
う
強
ま
る
な
か
で
日
本
語
・
日
本
経
済
・
日
本
式
経
営
を
学
ぶ
メ
リ
ッ
ト
が
大
い
に
高
ま
り
、
多
く
の
若
者
が
日
本
を
目
指
す
こ
と
に
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な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
日
本
が
経
済
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
や
、
つ
ま
り
経

済
力
と
い
う
日
本
の
最
大
の
魅
力
が
弱
ま
る
や
、
た
ち
ま
ち
日
本
に
来
る
台
湾
留
学
生
の
数
が
減
少
し
た
の
は
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
時
期
に
お
け
る
台
湾
か
ら
の
留
学
生
の
減
少
は
、
そ
う
し
た
日
本
側
の
事
情
だ
け
で
な
く
、
一
九
九
四
年
に
台
湾
で
教
育
制

度
改
革
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
受
験
競
争
が
相
当
程
度
軽
減
さ
れ
た
と
い
う
台
湾
側
の
事
情
と
も
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
よ
う
。

そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
な
か
で
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
特
に
一
九
八
〇
年
代
後
半
〜
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
期
間
に
同
志
社
大
学
・

大
学
院
に
入
学
す
る
台
湾
留
学
生
の
数
が
増
加
し
た
。
同
志
社
大
学
の
国
際
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
各
学
部
事
務
室
に
保
存
さ
れ
て
い
た
入
学

願
書
や
学
籍
名
簿
を
も
と
に
戦
後
の
台
湾
留
学
生
の
来
歴
を
調
べ
、
さ
ら
に
そ
の
結
果
を
校
友
会
台
湾
支
部
の
名
簿
と
つ
き
合
わ
せ
て
み
た

（
�
）

と
こ
ろ
、
二
〇
〇
一
年
度
時
点
で
六
八
名
の
戦
後
留
学
生
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
ち
の
圧
倒
的
多
数
は
一
九
八
〇
年

代
以
降
に
来
日
し
た
者
で
あ
り
、
六
名
の
み
が
一
九
七
〇
年
代
末
に
来
日
し
た
者
で
あ
っ
た
。

で
は
、
確
認
で
き
た
六
八
名
の
戦
後
留
学
生
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
全
員
が
大
学
・
大
学
院
に
入

学
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
学
部
出
身
者
四
八
名
、
大
学
院
出
身
者
一
八
名
、
不
明
二
名
）。
近
年
の
留
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は
、
台

湾
に
お
い
て
大
学
・
短
大
、
高
校
・
高
専
を
卒
業
し
た
後
に
来
日
し
、
一
、
二
年
間
の
語
学
研
修
（
日
本
語
学
校
な
ど
で
）
を
経
て
か
ら
、

外
国
人
留
学
生
向
け
の
試
験
を
受
け
て
大
学
・
大
学
院
に
入
学
し
て
い
る
。

第
二
に
、
戦
前
に
同
志
社
と
長
老
教
中
学
・
淡
水
中
学
の
間
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
特
定
校
と
の
つ
な
が
り
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

第
三
に
、
商
学
を
専
攻
し
た
者
が
比
較
的
多
く
、
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
は
日
系
企
業
の
台
湾
法
人
に
雇
用
さ
れ
る
者
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

第
四
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
学
校
と
い
う
理
由
で
同
志
社
を
選
ん
だ
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
の

台
湾
留
学
生
の
な
か
に
は
、
入
学
し
て
は
じ
め
て
同
志
社
が
宗
教
的
背
景
を
も
つ
大
学
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
者
も
少
な
く
な
い
。
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第
五
に
、
女
性
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
六
八
名
の
う
ち
三
六
名
（
五
四
％
）
が
女
性
で
あ
る
。

最
後
に
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
生
ま
れ
た
世
代
が
七
割
以
上
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
多
い
の
が
一
九
六
〇
年
代
後

半
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
一
九
八
〇
年
代
末
〜
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
ピ
ー
ク
期
に
同
志
社
大
学
・
大
学
院
に
入
学
し
て
い

る
。
こ
の
世
代
は
、
日
本
植
民
地
期
は
お
ろ
か
、
戦
後
初
期
の
混
乱
す
ら
知
ら
な
い
世
代
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
豊
か

な
台
湾
社
会
の
申
し
子
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
に
、
戦
後
（
実
質
的
に
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
）
の
同
志
社
台
湾
留
学
生
は
、
全
員
が
大
学
・
大
学
院
で
学
び
、
台
湾
で
の
出

身
校
に
特
定
性
が
な
く
、
卒
業
後
に
日
系
企
業
に
入
る
者
が
多
く
、
宗
教
色
が
希
薄
で
あ
り
、
女
性
が
過
半
数
を
占
め
、
そ
し
て
一
九
六
〇

年
代
後
半
以
降
に
生
ま
れ
た
者
が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
戦
後
留
学
生
（
特
に
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
の
留
学
生
）
の
な
か
か
ら
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
台
湾
経
済
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
人
材
が
数
多
く
輩
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

３

同
志
社
・
台
湾
交
流
の
軌
跡
│
│
同
志
社
大
学
校
友
会
台
湾
支
部
の
活
動
を
中
心
に
│
│

本
節
で
は
、
関
連
資
料
（
主
に
『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』）
や
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
成
果
を
も
と
に
、
同
志
社
大
学
校
友
会
台
湾

支
部
の
過
去
半
世
紀
の
活
動
を
中
心
に
、
同
志
社
と
台
湾
の
交
流
の
軌
跡
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

同
志
社
大
学
校
友
会
台
湾
支
部
（
発
足
時
の
名
称
は
同
志
社
校
友
会
台
湾
支
部
）
は
一
九
五
一
年
に
台
北
で
設
立
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ

（
�
）

れ
以
前
に
も
非
公
式
な
が
ら
同
志
社
の
同
窓
会
組
織
が
台
湾
に
存
在
し
て
い
た
。
元
支
部
長
の
陳
誠
志
（
一
九
一
六
〜
二
〇
〇
四
年
）
は
、

『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
五
四
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
五
日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
支
部
通
信
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

私
が
、
ま
だ
学
生
だ
っ
た
頃
の
、
一
九
三
六
年
八
月
二
五
日
、
同
志
社
高
商
野
球
部
は
、
全
国
専
門
学
校
野
球
大
会
優
勝
の
勢
い
を
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駆
っ
て
、
台
湾
遠
征
を
企
て
た
。
そ
の
時
分
は
「
台
北
同
志
社
倶
楽
部
」
が
、
接
待
に
当
た
っ
て
い
た
。
終
戦
後
、
中
国
側
が
軍
勢
で

執
権
し
て
か
ら
間
も
な
い
、
一
九
五
一
年
頃
、
校
友
の
一
部
有
志
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
ス
会
程
度
の
集
ま
り
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
会
員

を
組
織
的
に
系
統
化
し
て
、
当
支
部
が
誕
生
さ
れ
た
。
…
（
中
略
）
…
そ
の
と
き
は
、
厳
戒
下
に
在
っ
て
、
紆
余
曲
折
を
嘗
め
、
さ
し

て
、
活
発
な
活
動
は
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
「
紆
余
曲
折
を
嘗
め
」
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、「
同
志
社
」
と
い
う
名
称
が
政
府
当
局
に
対
し
悪
い
印
象
を
与
え
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
時
期
に
お
い
て
校
友
会
台
湾
支
部
は
政
府
当
局
か
ら
の
正
式
許
可
を
得
ら
れ
ず
、
表
向
き
親
睦

会
の
形
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
陳
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
一
年
の
台
湾
支
部
発
足
時
に
お
い
て
は
政
府
当
局
に
に
ら
ま
れ
る
の

を
覚
悟
の
上
で
支
部
長
の
役
職
を
引
き
受
け
る
者
が
お
ら
ず
、
一
九
五
八
年
に
高
天
成
（
国
立
台
湾
大
学
附
属
医
院
医
院
長
）
が
そ
れ
を
引

き
受
け
る
ま
で
の
七
年
間
、
校
友
会
台
湾
支
部
に
は
支
部
長
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
筆
者
が
行
な
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、

陳
は
当
時
の
校
友
会
台
湾
支
部
が
置
か
れ
て
い
た
境
遇
を
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

僕
は
ね
、
国
民
党
と
は
違
う
、
別
の
党
に
入
っ
て
い
て
ね
、
大
事
な
役
を
も
っ
て
る
。
民
主
社
会
党
と
い
う
党
。
戒
厳
令
の
時
代
、

蒋
介
石
が
認
め
て
た
党
は
国
民
党
以
外
に
は
二
つ
し
か
な
か
っ
た
。
中
国
民
主
社
会
党
と
中
国
青
年
党
。
僕
は
ね
、
民
主
社
会
党
の
主

席
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
…
…

戒
厳
令
ず
っ
と
四
〇
年
や
っ
て
た
け
ど
、
そ
の
時
か
ら
ね
、
民
主
社
会
党
と
青
年
党
は
国
民
党
の

�
友
の
党
�
だ
っ
た
。
二
つ
の
党
し
か
許
さ
な
い
。
他
は
す
べ
て
秘
密
結
社
。
…
…

民
主
社
会
党
と
い
う
の
は
も
と
も
と
中
国
か
ら

や
っ
て
き
た
。
僕
は
一
九
四
九
年
に
入
っ
て
る
。
と
い
う
の
は
ね
、
僕
は
そ
の
こ
ろ
桃
園
に
い
た
け
ど
も
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
国
民
党
の

人
間
が
訪
ね
て
来
て
、
怖
い
か
ら
ね
。
何
度
も
入
ら
ん
か
と
い
っ
て
き
た
け
ど
、「
い
や
ぁ
、
ち
ょ
っ
と
考
慮
さ
せ
て
く
れ
」
と
言
っ

と
い
て
ね
。
国
民
党
は
地
方
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
だ
い
ぶ
入
っ
て
く
れ
と
言
っ
て
た
み
た
い
。
で
も
怖
い
か
ら
ね
。
こ
れ
で
は
い
け
な
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い
、
ど
っ
か
に
入
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
、
そ
れ
で
民
主
主
義
の
党
だ
か
ら
、
そ
こ
に
入
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
国
民
党
は

も
う
何
も
言
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
。
…
…

昔
は
認
め
ら
れ
た
政
党
が
三
つ
し
か
な
か
っ
た
。
…
…

あ
の
こ
ろ
は
政
治
活
動
が
許
さ

れ
な
い
。
だ
か
ら
何
か
同
志
社
関
係
で
集
ま
っ
た
ら
、
警
察
が
我
々
を
注
意
し
て
い
る
。
僕
も
警
察
の
呼
び
出
し
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
。
戒
厳
令
は
う
る
さ
い
。
幸
い
僕
は
（
国
民
党
の
）�
友
の
党
�
の
人
間
だ
か
ら
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
そ
の
お
か
げ
で
同
志
社
の
集

ま
り
も
で
き
た
わ
け
だ
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
台
湾
の
政
治
情
勢
も
幾
分
安
定
し
、
台
湾
校
友
と
同
志
社
と
の
交
流
が
再
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
に
し
ば
し
ば
台
湾
校
友
関
連
の
通
信
文
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
そ
の
最
初
の
も

の
が
高
橋
貞
三
（
当
時
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
）
に
よ
る
通
信
文
「
台
中
に
お
け
る
校
友
・
同
窓
の
集
い
」（『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
九
三

号
、
一
九
五
八
年
六
月
二
八
日
発
行
）
な
ら
び
に
「
台
南
市
の
校
友
同
窓
」（
同
九
四
号
、
一
九
五
八
年
八
月
二
八
日
発
行
）
で
あ
る
。
そ

の
冒
頭
で
高
橋
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

台
湾
の
同
志
社
校
友
お
よ
び
同
窓
は
同
志
社
を
慕
う
こ
と
非
常
な
も
の
で
、
私
が
ま
い
り
ま
し
た
機
会
に
台
中
と
台
南
で
同
志
社
の

集
り
を
も
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
私
に
も
感
激
の
集
い
で
あ
り
ま
し
た
。
…
（
中
略
）
…
同
志
社
の
台
北
に
い
る
校
友
も

可
成
り
い
る
の
で
す
が
、
直
接
、
私
が
知
ら
な
か
っ
た
た
め
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
台
北
で
は
同
志
社
の
集
い
を
持
つ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
橋
が
訪
台
し
た
年
の
暮
れ
に
は
、
同
志
社
大
学
野
球
部
の
三
名
が
関
西
六
大
学
の
代
表
と
し
て
台
湾
に
遠
征
し
た
。
帰
国
後
、
そ
の
う

ち
の
一
人
で
あ
る
橋
詰
文
男
が
『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
九
九
号
（
一
九
五
九
年
一
月
二
八
日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
通
信
文
「
訪
台
記
」
の
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な
か
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

戦
前
か
ら
あ
っ
た
同
志
社
校
友
会
も
戦
後
の
各
種
の
事
情
か
ら
我
々
三
人
が
台
湾
に
遠
征
し
た
た
め
、
は
じ
め
て
戦
後
に
集
会
し
た

も
の
で
、
そ
れ
は
台
湾
で
は
同
志
社
大
学
の
�
同
志
社
�
と
い
う
言
葉
が
�
秘
密
結
社
�
と
読
ま
れ
る
の
で
容
易
に
集
ま
る
事
が
出
来

ず
、
今
回
を
契
機
に
い
か
な
る
事
が
あ
っ
て
も
校
友
会
を
再
組
織
す
る
の
だ
と
、
固
い
決
心
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
従
っ
て
、

我
々
は
そ
の
使
命
の
一
端
を
は
た
し
た
事
は
こ
の
遠
征
よ
り
も
大
き
な
思
い
出
で
す
。

一
九
五
九
年
の
暮
れ
、
戦
後
は
じ
め
て
校
友
会
台
湾
支
部
か
ら
支
部
通
信
が
『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
に
届
い
た
。
送
り
主
は
先
の
高
天
成

と
林
金
殿
（
二
代
目
支
部
長
）
の
連
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
五
九
年
一
一
月
二
九
日
、
同
志
社
の
創
立
記
念
日
（
Ｅ
Ｖ
Ｅ
）

を
祝
う
た
め
に
、
台
湾
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
四
〇
名
の
校
友
が
台
北
に
集
ま
っ
た
。
そ
の
支
部
通
信
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
っ

た
。

校
友
の
中
で
大
正
五
年
卒
業
さ
れ
た
陳
清
忠
老
兄
を
始
め
昭
和
十
九
年
卒
業
の
最
年
少
者
の
黄
寛
進
君
、
そ
こ
へ
京
都
か
ら
当
地
へ

到
着
し
た
許
り
の
栗
野
三
郎
君
を
加
え
、
そ
の
上
、
女
専
卒
業
二
名
、
女
学
校
卒
業
の
同
志
社
女
性
三
名
を
相
加
え
て
共
に
久
し
振
り

に
唄
う
昔
の
校
歌
、
な
つ
か
し
さ
と
懐
昔
の
念
と
お
互
い
に
余
り
に
も
長
い
疎
通
が
解
け
て
一
堂
に
会
し
た
た
め
喜
悦
の
あ
ま
り
鳴
悦

咽
涙
せ
る
も
の
が
沢
山
お
り
ま
し
た
。
聯
誼
会
は
小
生
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
校
歌
斉
唱
、
母
校
と
の
連
絡
の
報
告
、
聯
誼
会
開
催
の
由

等
、
発
起
人
代
表
と
し
て
小
生
の
挨
拶
に
次
い
で
母
校
に
対
す
る
希
望
意
見
の
提
出
を
経
て
、
日
本
会
席
式
聚
餐
を
し
な
が
ら
自
己
紹

マ
マ

介
に
花
を
咲
か
せ
、
余
興
に
移
り
演
芸
、
独
唱
、
舞
踏
、
詩
吟
、
浪
曲
等
皆
が
夫
々
昔
年
覚
え
た
「
お
箱
」
を
繰
出
し
実
に
同
志
社
メ

ン
の
多
才
多
芸
を
発
揮
し
ま
し
た
。
最
後
に
各
自
が
携
行
持
参
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
く
じ
引
き
を
や
っ
て
交
歓
の
極
点
に
達
し
、
時

同
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の
移
る
の
を
忘
れ
て
ほ
ん
と
う
に
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
の
醍
醐
味
を
満
喫
し
尽
く
し
た
有
様
で
す
。

以
上
の
文
面
に
は
「
母
校
に
対
す
る
希
望
意
見
」
と
い
う
言
葉
が
途
中
に
出
て
く
る
が
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
箇
条
書
き
に
し
て

付
さ
れ
て
い
た
。

一

母
校
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
。
林
金
殿
氏
に
連
絡
方
頼
む
こ
と

二

母
校
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
或
は
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
を
招
聘
し
中
日
文
化
交
流
を
図
り
中
日
親
善
に
寄
与
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と

三

母
校
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
呼
び
寄
せ
体
育
交
流
を
通
じ
等
し
く
中
日
親
善
に
尽
く
す
こ
と

四

恩
師
を
招
聘
又
は
率
先
し
て
御
来
華
を
御
願
い
教
育
、
文
化
、
宗
教
を
通
じ
て
両
国
の
親
善
を
期
し
反
共
に
邁
進
す
る
こ
と

五

母
校
と
密
接
に
連
繋
を
と
り
他
日
後
子
弟
を
母
校
に
送
り
留
学
さ
せ
る
途
を
開
く
べ
く
研
究
し
実
現
せ
し
む
こ
と

六

以
上
諸
点
は
今
後
林
金
殿
氏
始
め
発
起
人
の
皆
に
よ
っ
て
夫
々
具
体
的
に
母
校
と
連
絡
を
と
り
必
要
あ
る
場
合
は
皆
に
集
っ
て
商

議
決
定
の
上
実
践
に
移
す
こ
と

先
述
の
よ
う
に
、
当
時
、
多
く
の
校
友
が
子
弟
を
母
校
に
通
わ
せ
た
い
と
の
希
望
を
も
っ
て
い
た
が
、
諸
般
の
事
情
の
た
め
に
、
そ
の
希

望
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
希
望
意
見
は
概
ね
達
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
前
掲
の
陳
誠
志
の
支
部
通
信
か
ら

も
、
そ
の
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

一
九
六
一
年
一
二
月
二
日
、
柔
道
使
節
団
一
行
十
七
名
は
、
二
十
四
時
間
続
い
て
、
全
島
各
地
で
巡
回
試
合
の
為
、
往
訪
さ
れ
た
の

が
切
っ
掛
け
と
な
っ
て
、
年
々
、
両
国
文
化
交
流
、
若
し
く
は
、
親
善
を
目
的
で
順
々
と
、
野
球
部
、
登
山
隊
、
宗
教
部
、
射
撃
隊
、
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音
楽
部
、
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
、
ゼ
ミ
学
生
等
の
諸
団
体
、
乃
至
、
学
苑
の
首
脳
、
恩
師
、
教
授
、
此
外
、
役
職
員
、
Ｏ
Ｂ
個
人
ら

が
、
日
華
国
交
断
絶
に
至
る
迄
の
間
、
頻
々
と
連
続
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
台
湾
校
友
と
母
校
同
志
社
と
の
間
の
交
流
が
大
い
に
活
発
化
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
（
一
九
六

六
年
）
に
訪
台
し
た
加
藤
延
雄
（
元
同
志
社
中
学
校
長
）
は
、『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
一
七
二
号
（
一
九
六
六
年
五
月
一
五
日
発
行
）
に
掲

載
さ
れ
た
「
訪
台
記
・
下
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

見
た
こ
と

一

校
友
会
名
簿
は
三
百
名
あ
ま
り
の
台
湾
校
友
を
の
せ
て
い
る
。
居
所
不
明
や
永
眠
を
除
く
と
二
百
三
十
名
ほ
ど
に
な
る
。
私
は
こ

ん
ど
こ
の
う
ち
の
一
三
〇
名
の
方
々
に
会
っ
た
。
名
簿
に
な
い
人
も
あ
る
。
旧
制
中
学
の
四
年
か
ら
他
の
大
学
予
科
や
旧
制
高
校

に
入
り
他
の
大
学
に
進
ん
だ
人
が
相
当
あ
る
。
台
湾
で
は
同
志
社
関
係
の
集
会
に
は
必
ず
校
友
も
同
窓
会
員
も
共
に
集
ま
る
。

二

台
湾
校
友
の
多
く
は
よ
い
働
き
を
し
て
い
る
。
中
堅
層
の
よ
き
リ
ー
ダ
ー
役
を
つ
と
め
て
い
る
校
友
が
多
い
。

三

台
湾
校
友
は
皆
人
情
厚
く
母
校
や
恩
師
に
対
す
る
感
謝
の
念
は
大
き
い
。
こ
の
度
の
訪
問
を
機
会
に
母
校
に
対
す
る
募
金
運
動
が

自
発
的
に
始
ま
っ
た
位
で
あ
る
。

四

こ
の
度
の
訪
問
で
台
湾
校
友
会
の
集
会
は
ど
の
地
方
に
お
い
て
も
今
ま
で
に
な
い
最
大
の
集
会
と
な
り
、
い
づ
こ
に
お
い
て
も
こ

れ
を
機
に
同
志
社
校
友
会
台
湾
支
部
下
の
地
方
分
会
を
組
織
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
始
ま
っ
た
。

文
中
の
「
一
三
〇
名
」
と
い
う
数
字
は
驚
異
的
で
あ
る
。
も
は
や
終
戦
か
ら
二
〇
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
に
、
元
同
志
社
中

学
校
長
一
人
の
一
〇
日
間
の
訪
問
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
数
（
戦
前
留
学
生
全
体
の
約
二
割
）
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
実
か
ら
も
、
当
時
の
台
湾

同
志
社
と
台
湾
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校
友
の
母
校
へ
の
思
い
が
い
か
に
強
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
な
る
と
台
湾
を
取
り
巻
く
国
際
政
治
の
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
、
一
九
七
二
年
に
は
「
日
華
国
交
断

絶
」
と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
。
そ
う
し
て
台
湾
校
友
と
母
校
同
志
社
と
の
間
の
交
流
が
再
び
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
末

ご
ろ
に
な
る
と
情
勢
が
幾
分
好
転
し
、
両
者
の
間
の
交
流
は
再
び
活
発
化
し
た
。
前
掲
の
陳
誠
志
の
支
部
通
信
に
よ
れ
ば
、「
一
九
七
九
年

マ
マ

に
な
り
、
男
性
合
唱
団
（
再
訪
は
一
九
九
〇
年
）
を
皮
切
り
に
、
復
と
、
ラ
グ
ビ
ー
部
（
其
他
、
香
里
高
校
）、
野
球
部
な
ど
の
歴
訪
が
あ

っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
八
一
年
に
は
松
山
義
則
同
志
社
大
学
学
長
（
当
時
）
が
台
湾
の
校
友
を
訪
問
し
て
お
り
、
陳
は
同

じ
支
部
通
信
の
な
か
で
そ
の
折
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

松
山
総
長
が
未
だ
大
学
長
だ
っ
た
頃
の
、
一
九
八
一
年
御
訪
台
の
際
、
時
の
朱
支
部
長
の
申
し
出
で
、
現
下
当
地
に
於
け
る
、
特
殊

環
境
で
は
、
母
校
名
が
、
往
々
、
左
翼
集
団
と
間
違
わ
れ
る
の
で
、
本
来
通
称
し
て
い
た
、
支
部
の
名
字
に
、
余
計
に
「
大
学
」
を
足

し
た
い
旨
、
要
請
し
た
れ
、
即
座
に
肯
諾
を
得
た
廉
で
、
改
名
し
、
現
在
ま
で
援
用
し
て
来
て
い
る
。
確
か
に
、
全
国
各
支
部
で
は
、

全
く
、
空
前
絶
後
と
い
う
べ
き
、
異
例
と
し
て
、
特
記
し
た
い
。

そ
の
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
至
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
台
湾
で
は
政
治
的
緊
迫
が
続
い
て
い
た
よ
う
だ
。
当
時
は
、
一
九
七
九

年
の
「
高
雄
事
件
（
美
麗
島
事
件
）」
に
連
座
し
た
台
湾
独
立
派
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
政
府
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
た
ば
か
り
の
時
期
で
あ
り
、

そ
う
し
た
情
勢
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
時
の
台
湾
校
友
た
ち
の
政
治
に
対
す
る
敏
感
さ
も
決
し
て
不
可
解
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
お
そ
ら

く
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
緊
迫
は
、
そ
の
時
代
を
も
っ
て
最
後
を
迎
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
後
の
台
湾
で
は
李
登
輝
総
統
の
強
力
な
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
急
速
な
民
主
化
が
達
成
さ
れ
、
も
は
や
「
同
志
社
」
と
い
う
名
称
が
悪
し
き
も
の
と
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も

な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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二
〇
〇
一
年
夏
の
時
点
で
校
友
会
台
湾
支
部
に
対
し
音
信
の
あ
る
戦
前
留
学
生
の
数
は
二
三
名
（
う
ち
女
性
四
名
）
の
み
で
あ
っ
た
。
毎

年
、
支
部
年
会
の
直
後
に
『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』
に
寄
せ
ら
れ
る
支
部
通
信
に
付
せ
ら
れ
た
記
念
写
真
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
年
々
校
友

会
の
集
い
に
参
加
す
る
老
世
代
の
校
友
の
数
が
減
少
し
て
い
た
。
ま
た
若
い
世
代
の
校
友
の
間
で
も
校
友
会
の
集
い
に
積
極
的
に
参
加
す
る

者
が
多
く
な
い
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
ま
ず
何
よ
り
、
そ
も
そ
も
母
数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
時
点
で
校
友
会
台

湾
支
部
が
現
住
所
を
把
握
し
て
い
る
若
い
世
代
の
校
友
の
数
は
四
〇
名
程
度
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
台
湾
の
外
で
暮
ら
す
者
が
一
〇
名
程

度
み
ら
れ
た
。

ま
た
台
湾
に
生
活
の
拠
点
を
置
く
者
に
し
て
も
、
そ
の
多
く
は
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
台
湾
経
済
の
最
前
線
で
生
活
し
て
お
り
、

頻
繁
に
台
湾
を
離
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
陳
誠
志
か
ら
支
部
長
職
を
引
き
継
い
だ
蔡
有
義
（
一
九
五
六
年
〜
）
は
も
と
も
と
新
竹
市
で
宝

石
店
を
営
ん
で
い
た
が
、
日
本
留
学
時
代
の
友
人
の
紹
介
で
知
り
合
っ
た
大
阪
の
自
転
車
業
者
と
の
共
同
出
資
で
二
〇
〇
一
年
に
中
国
の
天

津
郊
外
に
自
転
車
組
立
工
場
を
設
立
し
、
そ
れ
以
来
、
南
シ
ナ
海
上
を
頻
繁
に
往
来
す
る
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
。
近
年
に
お
い
て
は
、
蔡

に
限
ら
ず
、
若
い
台
湾
校
友
の
多
く
が
様
々
な
形
で
中
国
経
済
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
間
で
経
済
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の

中
国
の
存
在
が
ま
す
ま
す
身
近
で
大
き
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
末
時
点
で
長
江
デ
ル
タ
地
域
を
中
心
に
中
国
に
長
期
滞
在

す
る
台
湾
籍
の
人
々
が
す
で
に
五
〇
万
人
を
超
え
て
い
た
（
最
近
で
は
そ
の
数
が
一
〇
〇
万
人
規
模
に
達
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
）。
そ
の

よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
台
北
で
の
校
友
会
台
湾
支
部
の
集
い
に
積
極
的
に
参
加
す
る
若
い
世
代
の
校
友
が
多
く
な
い
と
い
う
現
状
は

無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

４

植
民
地
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ー
ト
か
ら
台
湾
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
へ

第
二
次
大
戦
末
期
か
ら
一
九
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
約
四
〇
年
間
に
お
い
て
同
志
社
で
学
ぶ
台
湾
人
が
皆
無
に
等
し
か
っ
た
た
め
、
同
志

同
志
社
と
台
湾
留
学
生
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社
台
湾
留
学
生
は
、
戦
前
の
留
学
生
（
八
〇
代
以
上
）
と
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
留
学
生
（
五
〇
代
以
下
）
に
大
き
く
二
分
さ
れ
、
両
者
の

間
に
は
出
身
階
層
、
留
学
の
動
機
・
目
的
、
留
学
中
の
生
活
経
験
、
卒
業
後
の
進
路
、
帰
台
後
の
社
会
的
位
置
、
母
校
な
ら
び
に
校
友
会
組

織
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
し
方
な
ど
様
々
な
面
で
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
み
ら
れ
る
。

戦
前
の
台
湾
留
学
生
は
概
し
て
特
権
的
富
裕
層
出
身
の
植
民
地
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
戦
前
の
台
湾
で
は
海
外
留
学
は
ご
く
限
ら

れ
た
層
の
人
々
に
だ
け
開
か
れ
た
機
会
で
あ
っ
た
。
一
方
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
台
湾
留
学
生
は
概
し
て
都
市
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
出
身
も

し
く
は
そ
の
予
備
軍
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
台
湾
で
は
海
外
留
学
は
幅
広
い
層
の
人
々
に
開
か
れ
た
機
会
と
な
っ
た
。
留
学
の
動

機
・
目
的
に
つ
い
て
み
る
と
、
同
志
社
の
個
別
事
例
に
限
ら
ず
、
戦
前
の
台
湾
に
お
け
る
日
本
留
学
は
、
総
じ
て
植
民
地
的
不
平
等
シ
ス
テ

ム
下
で
の
社
会
的
上
昇
の
た
め
の
留
学
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
に
対
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
台
湾
に
お
け
る
日
本
留
学
は
、
好

景
気
の
日
本
経
済
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
留
学
、
近
年
で
は
�
文
化
消
費
�
の
た
め
の
留
学
、�
自
分
探
し
�
の
た
め
の
留
学
、
さ
ら
に

は
�
何
と
な
く
�
の
留
学
と
い
う
多
様
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

あ
る
若
い
校
友
（
男
性
）
は
自
ら
の
留
学
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

台
湾
の
男
の
人
は
兵
役
終
わ
ら
な
い
と
、
留
学
と
か
外
国
へ
行
く
の
は
昔
は
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。
禁
止
さ
れ
て
い
た
ん
で
す

よ
。
…
…
兵
役
が
終
わ
っ
た
ら
も
う
自
由
自
在
で
、
国
に
残
る
か
、
外
で
仕
事
す
る
か
あ
る
い
は
留
学
す
る
か
…
…
。
そ
れ
で
よ
く
考

え
、
じ
ゃ
あ
留
学
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
経
済
環
境
、
お
金
も
も
っ
て
い
る
し
、
べ
つ
に
困
っ
て
な
い
し
、
留
学
し
た
ら
も
う
一
ヶ

国
語
で
き
る
か
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
留
学
先
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
が
多
い
。
で
も
私
は
長
男
で
す
か
ら
近
い
ほ
う
が
い

い
と
お
祖
母
ち
ゃ
ん
に
い
わ
れ
た
の
で
、
日
本
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
と
、
お
祖
母
ち
ゃ
ん
と
お
祖
父
ち
ゃ
ん
は
、
日
本
人
の

友
達
た
く
さ
ん
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
だ
っ
た
ら
行
き
ま
し
ょ
う
か
と
…
…
。
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別
の
若
い
校
友
（
女
性
）
は
自
ら
の
留
学
に
い
た
る
経
緯
を
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

そ
の
と
き
に
ち
ょ
う
ど
日
本
の
企
業
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い
た
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
講
演
会
に
来
て
く
だ
さ
る
先
生

の
な
か
に
日
本
へ
留
学
に
行
っ
た
先
生
が
多
く
て
、
そ
の
先
生
た
ち
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
日
本
へ
行
っ
て
み
た
い
な
ぁ
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
仕
事
も
、
そ
こ
そ
こ
ね
、
慣
れ
て
き
て
、
だ
い
た
い
や
る
こ
と
こ
れ
く
ら
い
か
な
あ
っ
て
。
上
司
と

あ
ん
ま
り
う
ま
く
い
か
な
く
て
…
…
、
そ
の
人
の
下
で
ず
う
っ
と
働
く
の
は
つ
ら
い
な
あ
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
思
い
が
強
く
な
っ

て
、
じ
ゃ
ま
ぁ
留
学
で
も
し
よ
う
か
と
い
う
、
ほ
ん
と
に
い
い
か
げ
ん
な
気
持
ち
な
ん
で
す
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
台
湾
は
幅
広
い
層
（
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
そ
の
予
備
軍
）
の
若
者
た
ち
が
「
い
い
か
げ
ん
な
気
持
ち
」
で
海
外
へ
留

学
で
き
る
ほ
ど
経
済
的
に
�
豊
か
な
社
会
�
で
あ
る
。
ま
た
近
年
の
台
湾
で
は
そ
う
し
た
若
者
た
ち
の
国
際
移
動
を
阻
害
す
る
政
治
的
な
障

壁
が
大
幅
に
弱
ま
っ
て
い
る
。
台
湾
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
に
国
境
を
越
え
る
ヒ
ト
の
移
動
が
ま
す
ま
す
日
常
化
し
て
お
り
、
そ
れ

を
戦
後
初
期
の
よ
う
に
政
治
権
力
が
上
か
ら
押
さ
え
つ
け
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
文
化
的
な
障
壁
も
や
は
り
大
幅
に
弱

ま
っ
て
い
る
。
同
時
代
の
台
湾
の
若
者
た
ち
は
、
個
人
差
が
あ
る
に
せ
よ
、
概
し
て
台
湾
と
同
じ
よ
う
に
経
済
的
に
豊
か
で
近
代
的
な
日
本

で
の
生
活
に
対
し
、
さ
ほ
ど
大
き
な
困
難
も
な
く
適
応
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
今
日
の
台
湾
と
日
本
の
若
者
の
間
で
は
、
た
し
か
に
言
語
の

障
壁
は
あ
る
に
せ
よ
、
日
常
生
活
様
式
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
に
お
い
て
非
常
に
多
く
の
要
素
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
台

湾
留
学
生
の
多
く
が
日
本
に
留
学
す
る
前
に
あ
る
程
度
の
「
予
期
的
社
会
化
」
を
経
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
母
校
な
ら
び
に
校
友
会
組
織
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
あ
り
方
に
関
し
て
も
、
戦
前
留
学
生
と
戦
後
留
学
生
の
間
に
は
大
き
な
ギ

ャ
ッ
プ
が
み
ら
れ
る
。
先
に
あ
げ
た
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
支
部
通
信
に
顕
著
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
当
時
の
校
友
た
ち
の
遠
く
離
れ
た

母
校
に
対
す
る
帰
属
意
識
や
情
緒
的
愛
着
は
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
は
彼
ら
の
確
固
た
る
エ
リ
ー
ト
意
識
に
起
因

同
志
社
と
台
湾
留
学
生
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し
て
い
た
と
同
時
に
、
戦
後
初
期
の
台
湾
に
お
け
る
政
治
的
緊
迫
と
い
う
社
会
的
背
景
に
も
大
い
に
起
因
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
に
政
治
的
に
緊
迫
し
た
環
境
下
で
現
状
に
対
す
る
不
満
が
つ
の
る
に
つ
れ
、
過
去
の
記
憶
が
い
っ
そ
う
美
化
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
状

況
は
決
し
て
想
像
に
難
し
く
な
い
。
一
方
、
若
い
世
代
の
校
友
た
ち
の
母
校
に
対
す
る
帰
属
意
識
や
情
緒
的
愛
着
は
古
い
世
代
の
校
友
に
比

し
て
曖
昧
で
あ
る
。
ま
た
若
い
世
代
の
校
友
た
ち
が
望
む
校
友
間
の
関
係
の
あ
り
方
は
、
か
つ
て
古
い
世
代
の
校
友
た
ち
が
考
え
て
い
た
よ

り
い
っ
そ
う
緩
や
か
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
し
て
や
若
い
世
代
の
校
友
の
間
で
は
台
湾
に
居
住
し
て
い
な
い
者
が

多
い
た
め
、
頻
繁
に
集
合
し
難
い
条
件
が
あ
る
。
そ
う
し
た
若
年
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
同
窓
会
組
織
と
し
て
の
現
在
の
校
友
会
台
湾
支
部
は
ど

の
よ
う
に
存
続
し
、
古
い
世
代
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
経
済
的
・
社
会
的
資
源
を
次
世
代
へ
継
承
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
。
そ
の
方

向
性
は
依
然
と
し
て
模
索
段
階
に
あ
る
。（

�
）

５

エ
ピ
ロ
ー
グ

近
年
、
台
湾
に
お
い
て
海
外
留
学
を
希
望
す
る
若
者
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
た
し
か
に
今
日
の
台
湾
に
お
い
て
も
海
外
留
学
は
社
会
的
上

昇
を
望
む
若
者
に
と
っ
て
有
効
な
パ
ス
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
も
の
の
、
留
学
熱
は
一
昔
前
に
比
べ
明
ら
か
に
下
火
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
は
じ
ま
る
教
育
制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
従
来
狭
い
門
戸
で
あ
っ
た
高
等
教
育
機
会
（
大
学
院
レ
ベ
ル
も
含

め
て
）
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
�
豊
か
な
社
会
�
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
年
世
代
の
間
で
忍
耐
力
や
上
昇
意
欲
が
旧
世
代
に
比

べ
て
大
き
く
低
下
し
て
い
る
（「
先
進
国
病
」）
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
海
外
で
苦
学
し
て
ま
で
よ
り
良
い
生
活
を
求
め
よ
う
と
す
る
若
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
そ
う
し
た
若
年
世
代
の
意
識
変
化
を
象
徴
的
に
示
す
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
末
以
降
の
台

湾
で
は
、
長
期
的
な
学
位
取
得
の
た
め
の
留
学
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、
短
期
的
な
語
学
研
修
の
た
め
の
留
学
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
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二
一
世
紀
を
迎
え
た
こ
ろ
か
ら
、
台
湾
で
は
、
そ
う
し
た
留
学
熱
の
下
火
傾
向
に
対
す
る
懸
念
が
広
が
り
、
各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
た
び

た
び
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
時
期
、
台
湾
政
府
も
そ
う
し
た
事
態
を
憂
慮
し
て
若
者
に
海
外
留
学
を
奨
励
す
る
た

め
の
新
し
い
政
策
を
続
々
と
打
ち
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
政
府
や
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
の
背
景
に
は
、
そ
の
時
期
に
顕
著
と
な
る

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
の
中
国
の
影
響
力
拡
大
（
二
〇
〇
一
年
末
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
）
に
対
す
る
危
機
感
の
高
ま
り
が

あ
る
。
一
九
九
〇
年
後
半
以
降
、
ア
メ
リ
カ
で
は
留
学
生
全
体
に
占
め
る
台
湾
出
身
者
の
割
合
が
低
下
し
た
が
、
逆
に
中
国
出
身
者
の
割
合

は
急
激
に
高
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
教
育
・
研
究
ス
タ
ッ
フ
に
お
い
て
も
中
国
出
身
者
の
占
め
る
割
合
が
目
立
っ
て
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
興

味
深
い
例
を
あ
げ
る
と
、
そ
の
時
期
、
ア
メ
リ
カ
の
某
有
名
大
学
で
台
湾
の
政
府
系
財
団
の
賛
助
に
よ
り
中
華
民
国
の
元
副
総
統
の
名
を
冠

し
た
教
授
ポ
ス
ト
が
設
け
ら
れ
た
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
そ
の
ポ
ス
ト
に
迎
え
ら
れ
た
の
は
台
湾
出
身
者
で
は
な
く
中
国
出
身
者
で
あ
っ

た
。
中
国
の
存
在
は
、
人
材
の
数
で
圧
倒
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
台
湾
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
台
湾
政
府
に
よ
る
海
外
留
学
奨
励
政
策
は
近
い
将
来
に
何
か
し
ら
の
効
果
を
生
む
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
海

外
留
学
に
関
す
る
若
年
世
代
の
意
識
を
大
き
く
変
え
る
ほ
ど
の
も
の
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
他
の
先
進
諸
国
と
同
様
に
、
台
湾
で
も
若
年

世
代
の
生
活
様
式
・
価
値
観
が
大
い
に
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
海
外
留
学
の
動
機
・
目
的
も
多
様
化
し
て
い
る
。
社
会
的
上
昇
の

た
め
に
留
学
す
る
者
も
い
れ
ば
、�
文
化
消
費
�
や
�
自
分
探
し
�
の
た
め
に
留
学
す
る
者
も
お
り
、
な
か
に
は
、
た
だ
�
何
と
な
く
�
留

学
す
る
者
ま
で
出
現
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
海
外
留
学
の
�
生
産
性
低
下
�
は
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
を
は
じ
め
�
豊
か
な
社
会
�
に
お
い
て

は
ど
こ
で
も
生
じ
て
い
る
高
度
経
済
発
展
の
ひ
と
つ
の
帰
結
で
あ
り
、
決
し
て
特
殊
な
現
象
で
は
な
い
。

日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
台
湾
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
現
在
、
日
本
で
学
ぶ
台
湾
留
学
生

は
、
数
と
し
て
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
「
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
」
と
い
う
古
く
て
新
し
い
課
題
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
、
彼
・
彼
女
ら
の
存
在
意
義
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
い
。
や
は
り
彼
・
彼
女
ら
の
間
で
も
、
社
会
的
上
昇
の
た
め
の
留
学
だ
け

で
な
く
、�
文
化
消
費
�
や
�
自
分
探
し
�
の
た
め
の
留
学
、
た
だ
�
何
と
な
く
�
の
留
学
ま
で
幅
広
い
留
学
の
し
方
が
み
ら
れ
る
。
そ
う

同
志
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し
た
彼
・
彼
女
ら
の
留
学
の
あ
り
方
は
同
時
代
の
日
本
の
若
者
の
海
外
留
学
の
あ
り
方
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。
要
す
る
に
彼
ら
の
留
学
は
発

展
途
上
国
か
ら
先
進
国
へ
の
移
動
で
は
な
く
、�
あ
る
先
進
国
か
ら
別
の
先
進
国
へ
の
移
動
�
な
の
で
あ
っ
て
、
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も

大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
超
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
移
動
で
は
な
い
。
今
日
の
ア
ジ
ア
に
は
台
湾
に
限
ら
ず
、
各
地
に
�
豊
か
な
社
会
�

が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
さ
ほ
ど
無
理
せ
ず
と
も
子
弟
を
海
外
留
学
さ
せ
ら
れ
る
く
ら
い
の
経
済
能
力
を
備
え
た
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
家
族
が
お
そ

ら
く
何
千
万
と
い
う
単
位
で
存
在
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
今
後
、
日
本
が
諸
外
国
と
競
争
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
�
豊
か
な
ア
ジ
ア
�
か
ら
優
秀

な
人
材
を
多
く
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
政
府
レ
ベ
ル
で
も
大
学
レ
ベ
ル
で
も
、
ア
ジ
ア
内
部
に
お
い
て
�
あ
る
先
進
国
か
ら
別
の
先
進
国
へ

の
移
動
�
の
潜
在
的
担
い
手
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
留
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
、
能

動
的
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
、
現
在
の
台
湾
留
学
生
の
存
在
は
大
き
な
氷

山
の
一
角
な
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
�
豊
か
な
ア
ジ
ア
�
を
意
識
し
た
大
学
レ
ベ
ル
で
の
能
動
的
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
と
い
う
課
題
を
考
え
る
際
、
同
志
社
は
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
備
え
て
い
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
は
有
利
な
立
地
条
件
、
す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
の
人
々
を
魅
了
し
て
止
ま
な
い
京
都
の
観
光
エ
リ

ア
近
く
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
所
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
有
利
な
歴
史
的
条
件
、
す
な
わ
ち
台
湾
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
各
地

と
の
交
流
の
歴
史
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
と
の
関
係
に
限
定
し
て
議
論
を
進
め
る
と
、
か
つ
て
の
国
民

党
独
裁
政
権
下
に
お
い
て
は
、
台
湾
と
は
い
か
な
る
存
在
な
の
か
、
台
湾
人
と
は
何
者
な
の
か
を
問
う
こ
と
は
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
が
、
近
年

の
台
湾
で
は
、
李
登
輝
政
権
下
で
は
じ
ま
る
「
本
土
化
」・「
民
主
化
」
政
策
を
背
景
に
、
台
湾
の
人
々
が
主
体
的
に
そ
れ
を
問
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
政
治
的
環
境
の
変
化
の
な
か
で
、�
台
湾
の
�
歴
史
に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
急
激
に
高
ま
り
、
そ
れ
を

考
え
る
に
あ
た
っ
て
避
け
て
通
れ
な
い
「
日
本
留
学
と
台
湾
社
会
」
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
が
多
く
の
人
々
の
関
心
を
引
く
こ
と
と
な
っ
た
。
も

と
も
と
学
部
生
向
け
の
社
会
調
査
実
習
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
同
志
社
と
台
湾
留
学
生
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
短
期
間
の
う
ち
に
台
湾
随
一

の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
共
催
に
よ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
発
展
し
た
背
景
に
は
、
実
は
、
そ
う
し
た
社
会
的
要
請
が
台
湾
社
会
の
側
に
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あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
同
志
社
に
お
け
る
台
湾
留
学
生
総
勢
約
八
〇
〇
名
の
「
物
語
」
は
、
一
学
校
史
の

次
元
を
超
え
た
歴
史
文
化
遺
産
と
し
て
の
付
加
価
値
を
も
つ
も
の
（
少
な
く
と
も
台
湾
か
ら
い
っ
そ
う
多
く
の
留
学
生
あ
る
い
は
観
光
客
を

引
き
寄
せ
る
う
え
で
有
効
な
文
化
的
資
源
）
と
み
な
し
得
る
。
近
い
将
来
、
同
志
社
で
は
台
湾
留
学
生
の
最
も
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
林
茂

生
の
名
を
冠
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
台
湾
留
学
生
総
勢
約
八
〇
〇
名
の
「
物
語
」
を
視
覚
化

（
�
）

す
る
た
め
の
装
置
で
あ
り
、
既
存
の
朝
鮮
留
学
生
に
関
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
と
も
に
、
教
育
資
源
あ
る
い
は
観
光
資
源
と
し
て
有
効
活
用

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

謝
辞二

〇
〇
一
〜
〇
二
年
度
に
台
湾
で
行
な
っ
た
調
査
の
際
に
は
、
故
陳
誠
志
氏
、
蔡
有
義
氏
を
は
じ
め
多
く
の
同
志
社
大
学
校
友
会
台
湾
支
部
の
方
々
か

ら
多
大
な
支
援
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

注（
１
）
「
社
会
調
査
実
習
」
と
は
、
企
画
立
案
か
ら
報
告
書
作
成
に
い
た
る
ま
で
の
社
会
調
査
の
全
過
程
を
体
験
的
に
習
得
す
る
た
め
の
実
習
科
目
で
あ

り
、「
社
会
調
査
士
科
目
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
〇
一
〜
二
年
度
に
同
志
社
大
学
文
学
部
社
会
学
科
社
会
学
専
攻
で
開
講
さ
れ
た

「
社
会
調
査
実
習
―
同
志
社
と
台
湾
留
学
生
」（
担
当
者

森
川
眞
規
雄
教
授
）
に
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
参
加
し
、
二
年
間
に

わ
た
っ
て
履
修
生
へ
の
指
導
に
当
た
っ
た
。
当
実
習
の
成
果
は
、
二
〇
〇
一
年
度
社
会
調
査
実
習
報
告
書
「
同
志
社
と
台
湾
留
学
生
」
な
ら
び
に

二
〇
〇
二
年
度
社
会
調
査
実
習
報
告
書
「
同
志
社
と
台
湾
留
学
生

二
〇
〇
二
」
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
も
と
も
と
学
部
生
向
け
の
「
社
会
調
査
実
習
」
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
は
河
口
（
二
〇
〇
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
林
茂
生
は
戦
後
に
は
国
立
台
湾
大
学
の
教
授
に
就
任
す
る
と
と
も
に
言
論
界
で
も
精
力
的
な
活
動
を
み
せ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
二
・
二
八
事
件
」

（
一
九
四
七
年
）
の
折
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

（
４
）
陳
清
忠
は
同
志
社
在
学
中
に
ラ
グ
ビ
ー
部
員
と
し
て
活
躍
し
、
帰
台
後
、
淡
水
中
学
で
台
湾
最
初
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
を
結
成
し
た
。
彼
が
亡
く
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な
っ
て
八
年
目
の
一
九
六
八
年
、
台
湾
ラ
グ
ビ
ー
協
会
は
彼
を
記
念
し
た
「
清
忠
杯
」
を
設
け
た
。

（
５
）
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
長
老
派
の
牧
師
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
私
立
学
校
。
現
在
の
名
称
は
私
立
長
榮
高
級
中
学
。

（
６
）
や
は
り
長
老
派
の
牧
師
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
私
立
学
校
。
現
在
の
名
称
は
私
立
淡
江
高
級
中
学
。

（
７
）
同
志
社
中
学
は
一
八
九
六
年
の
創
立
当
初
か
ら
公
立
中
学
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
ま
た
徴
兵
令
に
よ
る
退
学
者
の
増
加
に
悩
ま
さ
れ
た
た
め
、

一
九
一
〇
年
代
に
は
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
状
況
が
好
転
し
、
生
徒
数
が
増
え
は
じ
め
た
。
当
時
は
大

学
の
学
生
数
と
中
学
の
学
生
数
は
拮
抗
し
て
お
り
、
同
志
社
内
に
お
け
る
中
学
へ
の
財
政
的
比
重
は
大
き
か
っ
た
（
阪
口

二
〇
〇
二‥

三
五
〜

三
六
）。
大
学
よ
り
中
学
で
学
ん
だ
台
湾
留
学
生
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
の
は
、
そ
う
し
た
背
景
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。

（
８
）
戦
前
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ぶ
た
め
に
同
志
社
に
入
学
し
た
台
湾
留
学
生
は
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。
阪
口
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
れ
ば
、
戦

前
の
同
志
社
で
神
学
を
学
ん
だ
留
学
生
（
四
四
名
）
の
う
ち
台
湾
留
学
生
は
五
名
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
に
対
し
朝
鮮
留
学
生
は
三
七
名
と
圧
倒
的
に

多
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
同
志
社
で
神
学
を
学
ぶ
朝
鮮
留
学
生
が
多
か
っ
た
の
は
、
朝
鮮
で
は
同
志
社
と
同
じ
組
合
派
が
優
勢
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
り
、
逆
に
、
台
湾
留
学
生
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
台
湾
で
は
教
派
の
異
な
る
長
老
派
が
優
勢
で
あ
る
た
め
、
日
本
で
神
学
を
学
び
た
い
台
湾
人

は
長
老
派
系
の
日
本
神
学
校
や
明
治
学
院
に
入
学
し
た
か
ら
で
あ
る
。

（
９
）
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
台
湾
政
府
に
よ
る
積
極
的
な
呼
び
戻
し
政
策
を
背
景
に
、
多
く
の
在
外
高
度
人
材
が
台
湾
へ
帰
還
し
、
そ
の
後
の
半

導
体
分
野
を
中
心
と
し
た
台
湾
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
劇
的
な
成
長
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
大
き
く
リ
ー
ド
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
歴
史
的
背
景
に
つ

い
て
はSaxenian

（2006

）
が
詳
し
い
。

（
１０
）
残
念
な
が
ら
、
こ
の
六
八
名
と
い
う
数
は
、
資
料
の
制
約
か
ら
あ
ま
り
正
確
度
の
高
い
も
の
で
は
な
い
が
、
と
は
い
え
、
ど
う
多
く
見
積
も
っ
て

も
戦
後
留
学
生
総
数
が
一
〇
〇
名
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

（
１１
）
陳
誠
志
は
一
九
三
六
年
に
同
志
社
高
等
商
業
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
帰
台
し
、
長
ら
く
台
湾
電
気
企
業
と
い
う
会
社
を
経
営
し
き
た
。
陳
は
一
九

五
一
年
の
校
友
会
台
湾
支
部
の
発
足
以
来
、
長
き
に
わ
た
り
支
部
の
運
営
を
支
え
、
一
九
八
五
〜
二
〇
〇
一
年
末
の
期
間
に
は
支
部
長
を
務
め

た
。
陳
以
前
の
歴
代
支
部
長
に
は
、
台
湾
大
学
附
属
医
院
院
長
を
務
め
た
高
天
成
（
一
九
〇
四
〜
六
四
年
）、
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
に
し
て
台
北
市

政
府
秘
書
を
も
務
め
た
林
金
殿
（
一
九
一
〇
〜
七
八
年
）、
台
湾
省
政
府
建
設
庁
長
、
中
日
文
化
経
済
協
会
理
事
、
国
営
台
湾
肥
料
公
司
理
事
長
、

中
華
民
国
行
政
院
顧
問
な
ど
を
歴
任
し
た
朱
江
淮
（
一
九
〇
四
〜
九
五
年
）
の
三
名
が
い
た
。
陳
誠
志
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
は
河
口

（
二
〇
〇
六
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１２
）
本
節
の
記
載
内
容
は
河
口
（
二
〇
〇
七
）
の
記
載
内
容
と
一
部
重
複
し
て
い
る
。

―２７―
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（
１３
）
す
で
に
同
志
社
大
学
の
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
尹
東
柱
詩
碑
な
ら
び
に
鄭
芝
溶
詩
碑
と
い
う
先
行
例
が
存
在
す
る
。
尹
東
柱
と
鄭
芝
溶
は
と
も

に
戦
前
に
朝
鮮
半
島
か
ら
同
志
社
へ
留
学
し
た
経
験
を
も
つ
著
名
な
詩
人
で
あ
る
。
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Doshisha and Taiwanese Students : A 100 Year History

Mitsuo Kawaguchi

2005 marked the 100th year since the first Taiwanese student’s arrived at Dosh-
isha in 1905. Over the last 100 years Doshisha has accepted around 800 Taiwanese
students and has been engaged with Taiwanese society through its subsequent alumni
network.

This article aims at describing how Doshisha has gone about accepting Taiwan-
ese students and how these students have led to interchanges between Doshisha and
wider Taiwanese society. Mainly focusing on the case of the Taiwan Branch of
Doshisha Alumni Association for evidence of such interchanges, the paper illustrates
that there is a great generation gap between old and young Taiwanese alumni. The
prewar Taiwanese students were mostly from the privileged elite class under the co-
lonial regime, while the post-1980s Taiwanese students are mostly from the urban
middle class, a group which has drastically expanded under the high growth of Tai-
wan’s economy. Considering the differences of social background, it is no wonder
that the two generations differ in so many respects ; motivation to study overseas,
career paths, social position after returning to Taiwan, their commitment to the
alumni association, and their identity as ‘alma maters’, etc.

In the epilogue of this article, the author discusses ways in which Doshisha
benefits from its ability to attract excellent students from Asia in 21st century. As
Doshisha has been accepting a great number of students from different countries in
Asia, not only from Taiwan, its alumni network has been spreading widely in Asia.
Furthermore, it has a great store of “stories” concerning interchange with Asia,
which can be a useful resource for education and heritage tourism.
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